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は じ め に

ホタテガイ成育状況調査は毎年 5,6月に行ない､増養殖の現状を把握する資料として測定値をそのま

ま載せるように努めてきた｡今年度は垂下養殖貝に貝殻の内面着色や欠刻を伴 う異常貝の発生と-い死

が春先か ら急激に広がったので､垂下条件と貝の観察に関する調査項目を増やし､異常へい死の実態調

査を兼ねた調査を行なった｡

調 査 方 法

垂 下 養 殖 貝

調査期日:昭和50年 6月10- 17日

調査場所 :陸奥湾内9地先

調査項目 :第 1.2表参照

対 象 貝 :1年貝､ 2年貝

昭和50年 6月27日

平内町土屋地先

第 3表参照

同 左

貝の採取に当っては､施設の養殖漁場内の位置 (陸側､中､沖側 )による区分と､養殖カゴの施

設内の位置 (海面上の浮玉を結ぶロープからの距離 )による区分に留意した｡

地まき増 殖 貝

調査期日:昭和50年 5月6-27日

調査場所 :湾内9地先21地点

調査項目:第 4表参照

対 象 貝 :3年貝､ 4年貝 (今年の水場対象貝 )

調査結果 と考察

垂下養殖員について

垂下条件別のホタテガイの個体測定結果と異常貝などの観察結果を第 1- 3表に示した｡

本調査では次に示すような異常貝が観察された｡ (図版参照 )

1)殻内面の外套膜縁にそって黄褐色の着色物質が付着している個体･-･･内面着色貝と表現

2)Ⅴ字状､U字状あるいは殻の端がギザギザ状の欠刻のある個体･･- -･欠刻貝と表現

3) 1)と2)の2つの症状が見られる個体
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4) 蝶番付近の内面が黄褐色に着色したり､蝶番部がくされた様に欠損している個体

5) 右殻の足糸轡入付近の内面が黄褐色に着色したり轡入部が変形している個体

6) 貝柱周辺から消化盲のう付近の殻内面が褐色､黒色に着色している個体

･7)ポリドラ穿孔部の殻内面がコーティングされないまま褐色あるいは黒色に着色したり､穿孔に

よって殻外縁部の崩壊が著しい個体

○′ 異常貝の中では､内面着色や欠刻のある貝が最 も多 く､ それらの出現率は夏泊半島の西側 (久

粟坂､土屋､茂浦､浦田地先 )で高く､陸奥東湾では1,2年貝とも出現率は低かった｡

0 2年貝で内面着色の進んだ貝には､殻内面にキヌマトイガイの付着が多く観察されたほか､フジ

ツボ類やイソギンチャク類の付着も観察された｡

○ ポリドラ穿孔で異常となった貝は川内､横浜地先と茂浦地先の1部の2年貝に多かった｡

o 内面着色や欠刻のある貝は一般的に成長不良の貝に多く見られ､肉重量との比較ではとくにその

傾向が強かった｡

○ 異常貝とみなした貝 (1)～ 7))には正常貝より生殖巣の残留もしくは発達した貝の比率が高いこ

とが認められた｡

○ 内面着色貝と欠刻貝の出現率と垂下条件との関連性およびききとりによる現在までの貝の管理状

況との関連性について考察を試みたが､それぞれの貝についての条件が複雑な為､関連性を見出す

に至らなかった｡今後の調査と試験研究でさらに検討すべき問題と思われる｡
ヽ

○ 販売の対象となる2年貝の成長を第 2表をもとにまとめると下表のとおりで､ 2年前とくらべ成

長はかなり劣っている｡

丸カゴ1段に13-16個収容した2年貝の成長

調 査 年月 区 域 地点数 平均殻長の範囲 平均肉重量の範囲平均値(C7n) 平

均値(牙)昭.50. 6 全 湾 25 8.2- 10.8
24.0～ 56.2

9.7 39.3平館､奥内 * 16 9.4
～ 10.8 35.8- 56.2

横浜､川内 10.2 45.3昭.48. 5 全 湾 28 9.4- ll.

6 32.5- 69.010.7 52.7*印は内面着色 ･欠刻貝の発

生が oあるいはきわめて少ない場所地まき増殖貝について桁

網による採捕結果とホタテガイの測定結果を第 4表に示した｡○ 貝の成長は､4年貝で平均殻長は12仇未

満､3年貝で11cm未満であった.この値は過去の標準的成長時のそれぞれ

13C7n以上､12-以上とくらべて著しく劣っている.0 4年貝が販売の対象貝となっている事実は､近年の慢性的成長の遅れを物語っており､漁

場利用の三輪採の維持にも障害となっていると思われる｡○ 成長の遅い原因としては､過去の高密放流の後遺症のほかに､放流椎貝の小形化と垂下養
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叫′図版 昭和50年に見られた

異常貝1. 内面着色の進んだ貝､外套膜の後退とキヌマトイガイの

付着が見られる｡2. 内面着色部分､殻の成長停滞を示す線

が見られる｡3. 殻のくされ様を呈した欠刻と着色O艶点

状の着色も見られる｡4. U字状の欠刻､欠刻部分に着色物質の膜

が見られる｡5. ポリドラの穿孔によって起った殻内面の異常と着色｡6. 昭和50年産椎貝に見られ

た内面着色と欠刻｡ 1目盛は1-01- 5は昭和48年産 2年貝 (垂下養殖



第1表 昭和49年産垂下養殖貝 (1年貝 )の垂下条件別の成長と異常貝出現状況

組∠⊂ゝコ ホ タ テ ガ イ の 垂 下 条 件 - い死 率離a)カゴ1連

分st.1) 水 ( カ き 2) 収 網づ カ交 3)浮壁 4)カ 5)ヾヽ

全体 異rさ!王′の 垂 コ'の の間 容 の

ま ゴ換 玉離か コの 局貝
位 下 檀 日隔 敬 ら 重 の

置 潔 ) Tn 類 坤 (1@ 目り の日 Jjnt) り

み辛館 沖 40(18) 丸

5 30 小 50.3 0.3 無 0 0

〟 〟 〟 〟 〟 〟 〟 7

〟 0 0陸 25(16) 〟 〟 〟 〟 〟

0.5 〟 0 0〟 〟 〟 〟 〟 な し 〟

15 〟 0 0輿内 沖 3

6(16) ノヾ 0 16 な し 50.4 0 無

0 0中 30(16) 丸 〟

18 〟 50.5 0 〟 2.2 1.7〟 〟 〟 〟 〟

〟 〟 6 〟 0 0陸 27(13) ノヾ 〟 17 〟 50.4 0 〟 0 0

〟 〟 〟 〟 〟 〟 〟 10 〟

0 0久粟坂 沖 39(13) ′ヾ 5 30 少 50

.1 0. 2 育 3.8 1.4〟 〟

〟 〟 〟 〟 〟 15 〟 3.8 1.0陸 29(13) 〟 〟 〟 〟 〟 0.5 〟

4.2 1.4〟 〟 〟 〟 〟 〟 〟 15 〟 4.6 1.7土

屋 中 32(12) 丸 7 50 な し

50.5 0.7 無 ll.0 6.6〟 〟 〟 〟 〟 〟 〟 10 〟 7.2 0.4

陸 17(12) ′ヾ 5 30 少

50.4 1 〟 9.0 3.3〟 〟 〟 〟

〟 な し 〟 5 〟 7.1 3.8茂捕浦田

宿水川横浜 沖 - (15) ′ヾ 0 15 少 少 5

0.3 0 無 5.7 4.8中 -(
15) 〟 〟 〟 〟 〟 0 〟 0 0〟 〟 〟 〟 .〟 〟 〟 - 〟 4.3 3.9

沖 48(15) ′ヾ 5 50 少 49.8 0 - 12.3

1.4〟 〟 〟 〟 〟 〟 〟 12

- 9.5 0中 45(17) 〟 3 175 多 49

.9 - - - -陸 38(13) 〟 0 50 〟

50.2 - 育 75.0 -沖 36(13) ノヾ 0 60 多 49.9 0.2 無 5.0 0

〟 〟 〟 〟 〟 〟 〟 14



調査期間 昭 50.6.10- 17

個 体 測 定 (30個 ) 観 察 結 果 (出現率% ) 生 殖 巣 残 11)留貝の個体数 l フク

ロ殻長 全 顔 肉 着 着 6) そ着7) ポ 8) 正 9)常
正鷲 異 10)常重 重

重 色 色 の リ ム量
量 量 のみ 欠刺 他 ド シ(C7n) (5) (9) (5) 十 一什 クく十 ≠ の色 ラ 貝 貝 貝 個/貝

6.3 27 15.6 ll.3 3 0 10 0 0 0 90 *

/27*/ 3 *6.3 26 14.5 ll.0 7 0 27 0 7

0 73 Q/22 q/ 8 *6.3 30 17.3 12.

5 10 0､ 20 0 7 0 73 CV22 o/ 8 06.0 23 13.3 9.6 0 0 17 0 3 0 80 */24*/

6 *6.4 29 15.2 10.5 0 0 0 0 7 0 93

*/28*/ 2 0.075.9 21 ll.3 8.1 0 0 7 0

10 0 83 */25*/ 5 *5.8 20 ll.1 7.9

7 0 10 0 3 0 90 */27*/ 3 0.036.5 30 16.3 ll.0 10 0 10 0 7 0 83 */25*

/ 5 0.036.8 31 16.6 12.5 0 0 0 0 0 0

100 */30 - 0.035.2 16 8.8 5.3 7 3 2

313 17 0 57 */17*/13 *5.8 22 l

l.2 7.9 0023 3 10 0 67 */20*/lO *5.6 19 10.8 6.2 20 0 33 3 7 3 57 */17*

/13 *6.1 24 13.0 8.2 1317 1720 33

0 47 */14*/16 *5.1 16 8.3 6.1 13 0

6033 0 0 7 Q/2 3/28 *5.6 18 10.0 7.4 7 3 7713 0 0 1.0 0/3 5/27 0.

035.2 16 7.4 5.9 13 3 4317 3 0 4

0 a/12 2/18 0.035.3 16 7.9 6.0 27 3

6310 0 0 27 */ 8*/22 *5.9 21 ll.2

8.4 03 4037 0 13 23 (/7 4/23 0.104.6 8.7 5.1 3.2 001310 0 0 77 ∽ 3 0

/ 7 04.7 10 5.5 3.9 3 3 1323 3 0
57 ひ/17 o/13 0.074.4 9.4 5.9 2.

8 3 0 17 0 0 7 87 Q/26 o/ 4 04.3 8.5 5.4 2.7 0 0 17 0 3 0 80 a/24 (/ 6

0.174.8 12 7.1 4.1 720 1380 0 7 7 ひ/2 2/28 0

.105.2 13 8.1 4.3 7 0 20 3 10 3 63 1秒/19

6/ll 0.074.2



第 2表 昭和48年産垂下養殖貝 (2年貝 )の垂下条件別の成長と異常貝出現状況

組∠⊂ゝコ ホ タ テ ガ イ の 垂 下 条 件 - い 死 率幽カゴ 1連

分st● 水 ( カ カ 収 網づのま カ入ゴ換 浮距

カ. 全体 輿の 垂 ゴ

ゴ 杏 玉離 コヾ
常下 の の か

の 負位 ) 檀 間 敬 ら 重 の
置 深 (fn) 類 隔何 (個) = り の日 面Tl) り

み辛館 沖 40(18) 丸 .7分

5 13 中 49.10 2 輿 2.2 0

〟 〟 〟 〟 〟 ′′ 〟 10

〟 00中 36(18) 〟 〟 〟 〟

〟 0.5 〟 1.5 0〟

〟 〟 〟 〟 〟 〟 15 〟 4.4 0陸 26(16) 〟 6 〟 〟 49.ll 0.5 〟 0
0〟 〟 〟 〟 〟 〟 〟

10 〟 0 0輿内 沖 38(16) 丸 .7分 5

15 多 49.6 0 - 7.0 -中 31(16) 〟 0 〟 中 49.9 0 無 0.7 0.7

〟 〟 〟 〟 〟 中 〟 6 〟 4.0 0

陸 25(10) 〟 10 13 な し 50

.5 0 〟 0.8 0久粟坂 中 34(12) 丸 .7分 5

20 中 49.ll 0.3 無 7.1

3.5〟 〟 〟 〟 〟 〟 〟 15 〟 1.4.

0.7陸 28(12) 〟 〟 〟

〟 〟 0.3 〟 5.7 2.1〟 〟 〟 〟 〟 〟 〟 13 〟 14.3

10.1土屋 沖 42(12) 丸 .7分 50 18

中 49.ll 0 無 1.7 0.6

〟 〟 〟 〟 〟 〟 〟 10

〟 3.9 2.8中 32(12) 〟 0 16 多 49.4 0 〟 28.1 24.4

〟 〟 〟 〟 〟 〟 〟 7

〟 24.0 19.4茂捕 沖 - (1

5) 丸 .7分 40 15 中 - 0 無 7.3〟 〟 〟 〟 〟 〟 - 10 〟 6.0

中 - (15) 丸.1寸 100 〟 少 49
.ll 近 〟 0.6〟 〟 〟 〟 〟

〟 - 逮 〟 2.0陸 - (15) 〟 30 〟

〟 - 近 〟 25〟 〟 〟

〟 〟 〟 - 逮 〟 19潤田 沖 48(17) 丸 .7分

10 20 中 49.10 0.1

無 0 0〟 〟 〟 〟 〟 〟 〟 12 〟

5 0中 〟 20 15

〟 49.9 - 育 5 0宿水川

沖 36(16) 丸 .3分



調査期間 昭 50.6.10- 17

個 体 測 定 (30個 ) 観 察 結 果(出現率%) 生 殖 巣残 留貝の個 体数 フク

ロ殻長 全 殻 肉 着` 着 そ
着 ポ 正 正 異重 重 重 色の 負欠 の リ

質貝 常貝 常貝 ムシ(個/貝)
Eヨ 旦 主上 み 刺 他 ド盟

. 壁 里(a) (g) (5) (5) 十 ≠ 十 ≠ の色 ラ9.8 105 54.7 40.8 0000 20 0 80 0/24 1/ 6

0.179.5 99 52.0 39.2 00 0､ 0 10 0

90 0/27 0//3 0.139.4 99 53.0 36.7 0

0 0 0 13 0 87 o/26 1/ 4 0.239.7 103 53

.8 39.3 000 0 3 0 97 0/29 1/ 1 0.2710.8 139 75.8 56.2 0 0 0 0 0 0 100 1/30 0

/ 0 0.2710.6 132 1 68.9 53.1 3 0 0 0 0 3

97 o/29 1/ 1 0.0310.2 119 61.4 42.5

0 0 00 10 3 90 1/27 1/ 3 0.0710.2 119 65.5 38.0 0 0 3 0 10 . 0 ヽ90 * /27* / 3 *

9.8 108 57.9 35.8 7 0 7 0 3 0 90 0/27 q/

3 0.1710.4 133 70.6 48.4 3 7 3 7 10 0 83

1/25 1/ 5 0.509.3 95 53.1 31.4 13 7 20 7

13 3 60 0/18 4/12 1.109.5 102 57.0

34.8 10 0 17 0 7 7 77 * /23* /■7 0.9010.2 111 66.3 37.4 10 7 1310 7 0 73 o/22 1/
′8 1.809.5 95 54.0 34.4 13 7 2717 23 7

43 o/13 6/17 0.038.6 80 43.5 28.0 0 0

7 3 17 0 73 o/22 q/ 8 0.109.2 86 45.9

31.3 27 3 .27 7 10 7 63 1/19 シ/ll 0.109.0 78 45.6 25.7 3 0 3050 53 3 3 0/ 1

17/29 0.179.0 79 43.6 25.1 23 0 3330 23

0 27 2/ 8 6/22. 0.038.6 95 59.3 30.0

7 0 17 0 7 70 23 1/ 7 7/23 0.408.2 84 47.8 27.4 7 0 20 0 10 77 17 o/ 510/

25 0.238.7 69 40.2 26.6 10 3 20 7 0 13

70 0/21 Z/9 0.079.0 79 45.7 31.9

0 0 7 0 17 43 47 ∽ 4 6/16 0.039.2 78 45.0 31.1 1910 2452 14 5 24 0/ 5 9/16

0.198.2 61 35.2 24.0 0 0 590 15 0 5

0/ 11∽ 9 0.257.9 59 32.8 24.7 0 0 313

10 0 77 0/23 o/ 7 08.0 59 32.2 22.7 00
03 7 10 80 1/24- 1/ 6 0.108.7 84 42.2

35.0 017 730 20 13 40 1/12 ∽ 8 0.079.7 83 35.0 - 0017 3 7 13 77 0/23 0/ 7 0.93

9.7 79 47.9 27.8 0 0 0 0 0 7 93 0/28 0

/ 2 0.469.8 84 46.7 34.6 0000 3 0 97 * /29* / 1 1

3.88



第 3表 平内町土屋地先における異常貝の出現状況

負 ホ タ テ ガ イ の 垂 下 条 件 へい死率

%香⊂コ7ヲ 水( カ カ 収容 付 着 生 物 カ 浮距

カ ,〆~＼観の区 垂 コヾ コヾ

自 重 ゴ 玉 ､～コ 察

個下 の の づ 量 交 か の_ヽノ 日日 ま ら 重

分 圃頑 類 勘m) 敬(個) り (チ/段) 冒 の轍m) り 珪49年産貝(1年貝) 1(中)

33(20) 丸7 分10 段 15 43 少 100 50.4下 5 無 32(427)2(陸)

24(ll ) ′ヾ -ノレ2 分6 段 0 38(33-

45) 少 130 50.4 6 無 34(229)3 17 ′ヾ-ノレ 0 66 中 350 50.3

6 無 30(陸) (8) 2 分6 段 (57- 77)

下 (398)4 33 ノヾ-ノレ 0 17 な し 050.5 無 ll

(中) (14) 2 分8 段 (14- 19) 中 (139)5(陸) 24(20) ′ヾ-)レ

7 段 0 27(22- 33) 少 130 6 無 7.4(189)6(中) 33(ll) ′ヾ -)レ8 段

0 61(41- 76) 多 1,030 50.4上 5 無 1.2(485)48

年産貝(2年負) 7(中) 33(12) 丸10 段 30 20 多 2,500

49.10 無 51(206)l 8(中) 33(12) 丸8 段 30 18 多

2.500 49.10 無 30(148)9

(陸) 21(ll) 丸7 分

10 段



調査期日 昭50.6.27

殻 の 観 察 結 果 (%) 生殖巣残留個体 の 出現率 個 体 測

定貝 観測 着 着 そ着 ポ 正 正

輿 殻良 殻 肉の 察定 色の 色欠
の リ 常貝 常 常 重 重区 個 . み 刺 他 ド 負 負 量 量分 体 十 一什 十 一什 の色 ラ (%) (%) (a) (9)

(9)生 貝 30 3 47 10 90 10 10

0 40 5.5 ll.0 8.5死貝新 30 7 33 17 80 10 23 0 4.9

〝中古 30 17 3 40 33 7 7 17

5.1生 貝 30 10 17 20 77

3 3 0 57 5.6 10.4 8.3死貝新 22 14 5 32 60 5 0 5 5.2

〝中吉 30 10 3 37 43 3 0
17 4.9生 貝 30 17 3 50 50 0 0 0 0

4,1 4.4 3.5死貝新 25 20 8 44 36 8 0 8

3.8 二lt〝中古ノ 25 0 0 40 8 20 0

32 3.5生 貝 30 23 30 30 43 10 0 17 017 5.5丁9.3
7.8死貝新 14 7 21 36 35 0 7 29

5.1〝中古 0 -

- -生 貝 30 0 0 3 0 0 0 97 0(o) 5.9 ll.7 8.7
死貝新 18 0 13 25 75 0 0 0

5.3〝中古 7 14 0
14 43 0 0 43 5.6生 貝 30 0 0 00 0

20 80 0 0 5.2 7.3 4.3死貝新 6 00017 0 83 0

4.4〝中古 0 - - - -生 貝 30 30 17 30 57 7 53 3 0 57 9.2 47.0 32.2

死 貝 63 6 40 11 81 2 40 3 7.5

〝 古 2 0000 0 0 100
5.5生 貝 30 13



第 4表 地まき増殖貝の調査結果

貝の区分 組合 .地先 調 査月 .冒 水 深(7n)底 質 *優 占 種 **生 息密 度 生

残 率(%)昭46年荏貝(4年貝) 後 潟〟原 別 5.21〟5.275.20〟5.265.21〟5.23〟5.6〟5.23 373626l 14ll】】l 15143439llll13141816 泥泥派 モ ミジガイ.ヒトデヒトデ .モ ミジガイスボヤ 5.42.63.53.71.72.5162.31.60.56.52.21.1 9593728983705370988250土 屋 . 浪 打〟浦 田 .組 合 前東悶沢 .鼻繰崎〝 ●〝野 辺 地 .有 戸 泥砂砂 泥〟傑 ヒトデ .イ 卜マキ ヒトデ･ヒトデイ トマキ .モ ミジガイスボヤスボヤニ ッポン.キタムラサキ〟 .港む つ .浜 奥内〝 ●〝川内 .川 内 川 砂 傑砂砂疎砂 疎 ヒトデ .キタムラ

サキ ウニツガル ウニツガルウニヒトデ昭47年産貝(3年貝) 原 別東田沢 .ニッ石 5.275.215.23〟5.235.23〟 17151510233125 砂 泥.砂 ヒトデ .イ トマキ .モ ミジキタムラサキウニ 34310837.2152.79.1 966696989796野 辺 地 .木 明〟 .目ノ越 砂 撃砂 キタムラサキ .バフンウニバフンウニ川 内 .宿 野 部脇 野 沢 .松 崎〟 .本 村 砂 泥泥

泥 砂 カメホ-ズキ .ヒトデスナヒトデ .オカメスナヒトデ .スボヤ*ホタテガイを除 く底生生物.



測定個体はいずれも30個体

殻長± S 殻 高 障害輪殻高(cm) 全 重 量 殻 重 毒 肉重量±S ***肥 満 度 フクロムシ

(個/貝)Ⅲ Ⅱ Ⅰ(α (C7n (

S) (i) (9)ll.45±0.81ll.67±0.6810.69±0.8310.27±0,6510.37±0.44ll.43±0.779.79+0.5610.19±0.6510.62+0.61ll.43±0.47ll.55+0.6310.53±0.6810.70±0.4910.97±0.49 ll.07ll.2910.239.869.8110.919.549.9010.59ll.28ll.2610.4010.2710.38 10.4 9.2 6.510.6 9.4 6.89.6 8.1 5.99.1 7.6 5.69.1 7.6 5.510.6 9.1 7.19.0 7.8 5.69.3 7.9 5.49.2 7.5 5.69.5 7.8 5.910.5 9.5 6.29.7 8.8 5.89.9 8.6 6.210.3 8.9 6.7 179192122104107157103112128138162130143140 80.984.257.048.048.672.746.449.369.770.572.761.873.472.6 72.7±12.076.4±12.346.2+ll.142.0+ 7.944.9± 6.757.3±10.939.0± 5.842.9+ 8.243.3± 7.851.2+ 5.562.0±11.345.5± 9.456.1+ 7.456.5+ 9.1 48.4 0.0348.1 0.0337.8 0.1738.8 0.3340.3 0.3038.4 0.2341.6 J O.0314..5 t ...31I36.2 I O.3034.3 0.0340.2 0.2339.0 0.2

745.8 0.3342.8 0.439.89±0.5410.41±0.4710.74±0.5710.93±0.579.93±0.5610.08±0.5810.06±0.53 9.5710.0610.6110.759.589.719.65 8.7 6.78.8 5.99.2 6.59.0 6.08.9 6.89.2 6.59.2 6.4 90118122119107116112 43.157.260.659.653.152.149.0 l31.4-± 5.842.2± 5.143.8± 6.844.4± 6.942.6± 8.042.6+ 7.636.5+_ 5.2 32.537.435.454.043.541.635.9 0.

130.330.300.230.670.13**桁網効率15%にしたときの生息数


